
理念と将来像に込めた思い

More PEOPLE 人を育み、“やってみたい“を支え合うまち
PEOPLEは、単なる「人」の意味ではありません。子どもから高齢者まで、一人一人が自分らし
く暮らし、学び、挑戦し、支え合うこと。さらに、淡路市に暮らす人だけでなく、淡路市に関わ

る人とのつながりも含め、「人の力」が未来をつくるという思いを表しています。

POINT  人を増やすだけでなく、淡路に関わる「人の可能性」をもっと。

More LIFE 安心と心地よさが、暮らしを支え続けるまち

LIFEは「生活」の直訳ではなく、自然、住まい、道路・交通、防災など、日々の暮らしを支える
環境全体を表します。便利さだけを追うのではなく、淡路らしい自然や風景と調和しながら、

「ここで暮らしてよかった」と感じられる日常を豊かにしていくという思いです。

POINT  便利さだけではない、「淡路で暮らす豊かさ」をもっと。

More ENERGY 地域資源を、新たな価値へ変えていくまち

ENERGYは、電気などの意味ではなく、農業・水産業、商工業、観光、企業、人の挑戦など、淡
路市を動かす「活力」を表します。地域にある資源や魅力を生かし、新しい仕事、交流、挑戦に

つなげ、まちに前向きな動きを生み出していくという思いです。

POINT  地域にある力を、未来を動かす「活力」へ。

More TOGETHER

“共創”

一緒につくる、これから

TOGETHERは「共創」の直訳ではありません。共創を英語にすれば Co-creation が一般的ですが、
ここで大切にしたのは「何をつくるか」だけでなく「誰と、どうつくるか」です。市民、地域、

事業者、学校、行政などが、それぞれの強みを持ち寄り、淡路市のこれからを一緒につくる。そ

の姿勢を、分かりやすい「TOGETHER」で表現しています。
POINT  「つくる」こと以上に、「一緒につくる」ことを大切に。

「More」には

「MORE」には、淡路市の魅力や価値を

さらに高めていくことそして、市民一人

ひとりの可能性や挑戦が広がり

自分らしく輝けるまちを目指すという

想いを込めています。

ロゴイメージ

人と人、地域と地域
を繋ぐ架け橋をイ
メージ

海や風のリズム
ゆったりとした
時間の流れ

豊かな自然と
暮らしを育むあたた
かさ

「暮らすほど、好きになる」には

市民アンケートやワークショップで

出てきた“愛着”や“住みやすい”と感じ

ている方の思いを表現しています。

かつては“島外にいる人の想い”から

生まれた将来像。

今回は、“今ここで暮らす人の実感”

から生まれた将来像へとバトンを繋ぎます。

人がいてこその淡路市であり、一人一人の輝きこそが淡路市の活力です。

私たちは、全ての市民が夢と希望を持って挑戦できるよう、その可能性を高める環境づくりを進めます。多様な個性が光り輝く

まちづくりを通じて、淡路市で暮らす価値を向上させ、次世代へ誇れる、夢と希望ある未来を共に切り開きます。

基本理念
全ての市民の可能性を高め、全ての市民が輝く淡路市

将来像
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